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　　　　　　　　　　　　 目的

　今 ま で の 障害 の あ る個人 に 対す る写真 を用 い た 教育実 践研

究で は、重度 の 障害児 ・者 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に おけ る、

言語表出 の た め の 選 択肢な どの ツ
ー

ル と して 用 い られ る こ と

が多か っ た。
一

方、軽 度障害児 ・者 に お け る研 究 で 、人 々 と

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を行 うた め に、または、自己 決 定、自己

管理 、 生 活 範 囲 の 拡 大 の た め に、写 真 が 有効 に利 用 され て き

た。しか し、自 らが 写 真 をと り、そ の 写真を用 い る こ と で 、

報告言語行動 自体 を楽 しむ、とい っ た 写真使用 の 方法 に つ い

て 焦 点 を あ て た 砺 究 は あ ま りな い 。

　本研究 で は、総合支援学校 に 通 う生徒を対象 に、自分 自身

で 写 真撮影 を 行 うこ とに よ っ て 、 そ の 写 真 を基 に言 語 表出す

る こ と に よっ て よ り多くの 外的 ・内的事象の 報告言語行動の

増大を 目的と した。前 日 の 白らの 行動を報告す る場 面 に お い

て 、自 ら撮影 した 写 真 を用 い る 場 合 と、用 い な い 場 合 で は ど

の よ うな 違 い が あ る の か。そ し て 、そ の 報告 の 状況 を、日記

を書 くもの と、聞き手 を 目の 前 に した 口 話 （会話 ） に よ る 報

告と い う2種類設 け、報告形式 の 条件 の 違い に よ っ て 言語行

動 の 内容 の 違 い が 見られ る の か に っ い て も検討 した。

　　　　 　　　　　　　　 方法

対象生 徒

　K 市内の 総 合支援学校高等部 2 年 生 の M 書 で あ っ た 。

期間

　 200X 年 1  月 2 日か ら、200X 年 11 月 27 日 まで の 毎週木曜

日 と金曜 日に 実施 した。

装置

　 操作の 単純性 を考慮 し、Canon　A570 の デ ジ タ ル カ メ ラ と

Canon 　SelphyPixus（CP770） の プ リン タ
ー

を使用 し た。

手続 き

　 ターゲ ッ トに な っ た行動 は、日記 へ の 記 述行 動 と 口 頭 （会

話 ） で の 報告 で 、従属変数 は 、日 記の 変化 と会話 の 変化 で あ

る 。す な わ ち、目 記 の 文 字 数、口 頭 （会話 ） の 増加 、日記 の

バ リエ
ー

シ ョ ン ，口 頭 （会話〉の バ リエ
ー

シ ョ ン で あ る。こ れ

に 対す る独 立 変数 と し て 、目記 を記 述す る 際 と会話をす る 際

に 自分で 撮 っ た写真 を 用い る か 用 い ない か と条件 と した。

　 以 上 の そ れ ぞ れ の 実験条件 の 中で 報 告 を す る 目記 の 内容 と

会話 の 内容がどの よ うに 変 化 して い た か を 明 らか に す る た め

に 実験デザイ ン と し て 、条件交代 デ ザ イ ン を使 用 した。

　　　　　　　　　　 　 結 果

　写真 を用 い る こ とで 日記 の 記 述 量 の 変化は な か っ た （図 1）。

しか し、日記報告 の 内容 に 関 して は 写真 を用い るこ とで 、新

奇単語 が 増 え た。ま た、口頭報告 （会話）の 発言数 も写真を

用 い る こ とで 増加 した （図 2）。口 頭報告 （会話）の 内 容 に 関

して も写 真 を用 い る こ とで 、薪奇単語 が 増触 し た。
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　 であ る ．田 郁 糾醐 をした癰 の写 真を見なが ら生じた ［願 （会話 ）の文 孚

　 数 であ観 横 轄は セ リシ d ン を顎 し．綴 噛は 囗 頭 匸会 面 め 文 穿璽 田 あ る，

　　　　 　　　　　　　　考 察

　本研究 で 、自発的 に撮 っ た 写 真 が 自分 の 報 告 行 動 の 弁 別 刺

激 に なり、報告言語行動 の バ リエ
ー

シ ョ ン が増 大 した と考え

られ る。また 、写真 を基 に 口頭 （会話）で の 報告 をす る とい

う場 面 で 、聞き 手 の 即時的な フ ィ
ー

ドバ ッ ク が、報告言語行

動 の バ リエ
ー

シ ョ ン の 強化 に なっ たと考えられ る。反 面、写

真 を 基 に 日記 を記 述す る 際 に、聞き手 の 強化の 遅延 が あっ た

の で 、日 記 の 量 は 増hnし て い な か っ た と考 え られ る。つ ま り、

報告形式 に 示 す 日 記 を 書 く条件 と 口 頭 で報 告 を行 う条件 に 写

真を用 い る こ とで 報告行動 の バ リエ
ーシ ョ ン ン （新奇単語 ）

の 増大 に な っ た。そ の 上、聞き孚 の 反応 に よ っ て 日記 の 報告

と 口 頭 で の 報告 の 差が出た と 考 え られ る 。
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